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記者会見の概要 

 

 

１．日 時  ２０２４年４月１６日（火）１０時００分～１０時３０分 

 

２．出席者  北海道建設記者会（４社） 

北海道通信社、北海道建設新聞社、日刊建設通信新聞社、日刊建設工業新聞社 

 

３．概 要  和泉社長が資料「保証事業から見た２０２３年度公共事業と２０２４年度保証事業重点推

進方針」に基づき説明。 

 

（１）保証事業から見た２０２３年度公共事業 

  ①前払金保証実績の推移 

    ・道内前払対象請負金額は、前年度比 1.11倍、10,081億円で、直近 10年間で第１位の請負金額で

あり、2005年度以来の最高額となった。 

   ・発注者別では、独立行政法人等で 1.44倍。市町村は 1.23倍。道が 1.03倍。国が 0.93倍となっ

た。 

  ②企業倒産状況 

   ・企業倒産は減少しており、当社弁済額は 2015 年度以降低い水準にあり、2023 年度は保証弁済が

発生しなかった。 

   ・当社保証利用者のうち、道内総合工事業、設備業に占める債務超過企業の割合は 2010年をピーク

に、2023年はほぼ 1/3に減少している。 

 

（２）２０２３年度保証事業重点推進方針の達成状況 

  ①前払金制度の改善・利用促進 

   ・支払限度額撤廃市町村は、６市町増加し 165市町村（92%）となった。 

   ・中間前払金制度導入市町村は、15市町増加し 117市町村（65%）となった。 

   ・中間前払金の前払金保証請負金額と対比した利用率は、目標 15%に対し 11.4%となった。中間前払

金保証の請負金額は増加しており、特に市町村における利用率は前年度の 14.0％から 17.1％と

増加した。 

   ・地域建設業経営強化融資制度導入市町村は、２市町増加し 37市町村となった。 

  ②保証業務のデジタル化の推進 

   ・国土交通省発注分実績は、前払金保証 1,587件（全 2,212件、利用率 71.7％）、契約保証 247件

（全 427件、利用率 57.8％）となった。 

   ・北海道は、前払金保証 1,800件（全 4,366件、利用率 41.2％）、契約保証 41件（全 178件、利用

率 23.0％）となった。 

   ・道内市町村の電子保証導入は合計で４市町となった。 
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  ③北海道の建設業の働き・魅力を発信 

   ・全道７地区で開催されたコンストラクション甲子園の地区予選及び札幌で開催された決勝大会を

それぞれ支援・協力した。 

   ・Instagram にて、現場見学会やコンストラクション甲子園等の建設業に関係するイベントについ

て幅広く情報を発信した。 

 

  ④道内建設業担い手確保助成事業による支援 

   ・「道内建設業担い手確保助成事業」（2019～2023年度までの５年間で１億円規模）の最終年度とし

て、40事業 2,059万円の助成を行った。 

   ・2024年度以降の助成事業の検討のため、関係機関へのアンケート調査実施に加え、その結果につ

いて全道建青会を訪問し、意見交換を行った。 

 

（３）２０２３年度第４回建設業景況調査結果 

  ①前期（第３回）と比べ、多くの項目で悪化傾向が続いている。 

  ②「地元建設業会の景気」「資材の調達」「資材価格」などは悪化傾向が続いている。 

  ③「経営上の問題点」では、「人手不足」を問題点として挙げる企業が 80％ほどを占めており、2016

年９月から第１位となっている。 

 

（４）２０２４年度保証事業重点推進方針 

  ①前払金制度の改善・利用促進 

   ・市町村における支払限度額撤廃は、残る 14市町村に働きかける。 

   ・中間前払金制度では、新たに 23市町村の導入を目指す。 

   ・地域建設業経営強化融資制度では、新たに６市町村の導入を目指す。 

  ②業務のＤＸ化の推進 

   ・国や道その他自治体における証書の電子化の推進に協力するとともに、未導入自治体への情報提

供を行う。 

   ・保証契約者の利便性に資する社内業務のＤＸ化を推進する。 

  ③北海道建設業の持続・発展への支援とその魅力の情報発信 

   ・北海道建設業協会と連携し、北海道建設業の持続・発展を支援し、その魅力を発信する。 

・Instagramを通じて建設業の役割・魅力等の情報を幅広く発信する。 

 

４．質疑等 

（問）道内前払金保証実績における貴社の前払金対象請負金額は、前年度比 1.12倍、10,574億円となっ

たが、この実績を受けた感触は。 

（答）複数年に亘る大型工事である北海道新幹線工事の最盛期であり、また市町村の庁舎や学校などの工

事もあり、好調な結果となっている。しかし、いずれ北海道新幹線の工事も減っていくので、あま

り楽観視はしていない。 

 

（問）道内建設業は 2024年問題や人材不足、資材高騰など厳しい環境に置かれているが、この建設業界に
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対して貴社が果たす役割についてどう考えているか。 

（答）前払金保証、中間前払金保証、子会社事業である出来高融資事業など工事完成に向けたシームレス

な資金提供の手段を持っているので、建設業者にとって使いやすい環境を整備し、できるだけ早く

資金が提供され、地元経済にもプラスとなる流れを築くのが我々の役目であると考えている。また、

保証証書の電子化の促進についても、手続きが迅速になることから、発注者から建設業者等に対す

る支払いも早くなることに繋がるので、重要だと考えている。 

 

（問）2024年度保証事業重点推進方針にある「北海道建設業の持続・発展への支援とその魅力の情報発信」

において、北海道建設業協会と連携されるとあるが、具体的にどのようなことを想定しているのか。 

（答）現場見学会など北海道建設業協会が取り組んでいる事業が多岐にわたるので、その取り組みについ

て Instagramで情報を発信することや、担い手確保助成事業を通じて当社では行えない事業に対し

て積極的に支援していくことなどを想定している。当社では行えない事業とは、例えば高校生や大

学生に対する技術系の資格取得について助成事業で支援しているが、各学校へのＰＲなどは建設業

協会を通じて行っている。また全道建青会との意見交換会でも話題となった若手職員の定着率向上

のための取り組みなども当社では行えない建設業協会の取り組みである。 

    

（問）2023年度保証事業重点推進方針の達成状況にある電子保証の実績について、導入された市町の実績

について伺いたい。 

（答）小清水町を除く３市（帯広市、北広島市、釧路市）にて電子保証の実績があった。 

 

以 上 
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